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支出先・
使途の把
握水準・
状況

適正な方法で契約を行っており、適正な執行がなされるよう執行状況、使途の把握に努めている。具体的には、請負事業者と密に
連絡を取りつつ、進捗状況を把握し、管理している。加えて、随時事業実施に必要なアドバイスを行っている。さらに、必要に応じ
職員が現地出張し、事業進捗や内容の把握を行っている。なお、最終的には、成果物の提出により内容確認を行っている。

見直しの
余地

①生息環境整備手法のガイドライン策定に関する事業については終期を設定した事業実施とする（終期：H25年度末)。
②広域保護管理指針の策定に関しては、３都道府県以上が係わるもののみを対象とすることで、事業の効率的実施に努める。
③本年度より実施するゼニガタアザラシと漁業との共生に向けた保護管理手法の検討は終期を設定した事業実施とする（H24年
度末)。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

　一部改善

　(執行状況を勘案し、予算規模を見直すべき。)

総事業費(執行ベース) 74 148 43

執行率 73% 81% 50%

執行額 74 148 43

23年度要求

予算額(補正後） 102 182 86 76 71

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

上記について以下の通り実施。
①特定計画の主要な構成要素である生息環境整備の手法等に関するガイドラインの検討
②関東山地ニホンジカの個体群について関係行政機関による広域協議会を設置し広域保護管理指針の策定に向け検討
③厚岸（北海道）のアザラシ類について生息状況、被害分析、共生に向けた検討を実施
④狩猟鳥獣の見直しに向けた対象鳥獣のモニタリング

実施状況

①特定計画の策定を支援するための技術マニュアル、ガイドラインの作成（計６本）
②カワウ2地域、クマ1地域、シカ1地域で広域保護管理を推進
③海棲哺乳類の網羅的な基礎調査、地域での共生に向けた検討を実施（延べ６回）
④狩猟鳥獣の情報収集及び専門家会合開催による狩猟鳥獣の見直し、カワウ及びウズラのモニタリング手法検討及び実施

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

鳥獣保護法第6条、第78条の2
関係する計
画、通知等

鳥獣の保護を図るための事業を実施するための基本
的な指針

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

鳥獣の保護管理を適切に推進するため、都道府県が特定鳥獣保護管理計画を策定する際の技術的支援を行うとともに、都道府
県単独では対応の困難な広域移動する鳥獣の管理体制を構築することを目的として実施する。

担当部局庁 自然環境局 担当課室 鳥獣保護業務室 室長　宮澤　俊輔

会計区分 一般会計 上位政策 生物多様性の保全と自然との共生の推進

事業番号 １９１

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(環境省)

予算事業名 鳥獣保護管理対策費
事業開始
年度

平成１２年度
（一部、平成16年度）

作成責任者



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

釧路環境事務所

２事業

６百万円

A 猛禽類医学研究所

５百万円

＜企画競争＞

【業務概要】

ゼニガタアザラシとの共生を目指した地域

モデル（厚岸）の構築

B (財)知床財団

１百万円

＜少額随意契約＞

【業務概要】

爆音機を活用したエゾシカ捕獲手法の調査

C (社)徳島猟友会

２百万円

【業務概要】

カワウ被害対策としての植生復

元手法の確立に向けた調査

中国四国地方環境事務所

１事業

３百万円

滋賀県

＜施行委任＞

１事業

５百万円

D (株)パシフィックコンサルタンツ

４百万円

E (株)イーグレットオフィース

１百万円

＜随意契約＞

（H19に入札した継続事業） 【業務概要】

竹生島におけるカワウの個体

数管理手法の検討調査

＜総合評価・少額随意契約＞
【業務概要】

・狩猟鳥獣の見直しに必要な調査

・特定鳥獣の生息環境整備ガイド

ライン策定に向けた調査

・関東山地ニホンジカの広域保護

管理指針の作成 他

【業務概要】

鳥獣保護管理事業に係る各種資料等

の作成

F (財)自然環境研究センター

４事業 １６百万円

H (株)シグマスタッフ

１事業 ４百万円

G NPO法人バードリサーチ

２事業 ７百万円

＜一般競争＞
【業務概要】

・カワウ関係データー収集、分析等

・関東カワウ広域協議会運営・検討

業務

I 猛禽類研医学究所

１事業 ２百万円

【業務概要】

猛禽類の鉛中毒に関する実態調

査

【業務概要】

国指定鳥獣保護区内でのﾆﾎﾝｼﾞｶ

の捕獲等

一般事務費

１百万円

＜随意契約＞

（H19に入札した継続事業）

環境省本省

４３百万円

＜参加者確認公募＞

＜一般競争＞

＜一般競争＞



計 3 計 2

雑役務費
竹生島における植生復元手法（そ
の３）

3 雑役務費 猛禽類の鉛中毒事故実態調査 2

D.（株）パシフィックコンサルタンツ I.猛禽類医学研究所

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 2 計 4

雑役務費
平成21年度剣山山系におけるﾆﾎ
ﾝｼﾞｶ捕獲業務

2 雑役務費
鳥獣保護法の適正執行に係る各
種関係業務の事務補助に関する
派遣業務

4

C.（社）徳島猟友会 H.（株）シグマスタッフ

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 1 計 7

雑役務費
平成21年度カワウ広域保護管理
に係るデータ収集・提供業務

3

雑役務費
平成21年度ﾙｻ相泊地区ｴｿﾞｼｶ捕
獲手法検討調査

1 雑役務費
平成21年度関東ｶﾜｳ広域協議会
の取組推進のための分析検討業
務

4

B.（財）知床財団 G.ＮＰＯ法人バードリサーチ

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 5 計 16

雑役務費
平成21年度鳥獣の適正かつ効果
的な捕獲手法に関する調査

1

雑役務費
平成21年度特定鳥獣の保護管理
に係る生息環境整備モデル事業
計画策定調査

4

雑役務費
平成21年度関東山地ﾆﾎﾝｼﾞｶ広域
保護管理指針作成業務

4

雑役務費
平成21年度ゼニガタアザラシとの
共生をめざした「厚岸モデル」構築
事業

5 雑役務費
狩猟鳥獣（ｶﾜｳ・ｳｽﾞﾗ他）のﾓﾆﾀﾘﾝ
ｸﾞ手法等検討調査

7

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

A.猛禽類医学研究所 F.（財）自然環境研究センター

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計

E..（株）イーグレットオフィース

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

雑役務費
竹生島におけるｶﾜｳ個体数管理
手法の検討（その３）

1

0計 1


